










































境と開発」，第 4 章「地域からの経済再生」，第 5
章「市民意識の形成と市民参加」，第 6 章「子ども・
女性の参加」。そして第 7 章「ネットワークづくり」
で紹介している。さらに各章はそれぞれのテーマ
を解説し論点を提示する総論と，国内外の実践事
例で構成され，総勢 29 名に及ぶ開発教育や地域
づくりの実践者や研究者が執筆に当たっている。
　それらに先立つ序論では，本学科の田中治彦氏
が「これからの開発教育と『持続可能な開発のため
の教育』」と題して，開発教育が直面する今日的状
況や今後の課題を提示している。そのなかでは，
戦後の開発論が変遷するなかで「持続可能な開発」
という概念が生成されてきた歴史的系譜を概観。
ユネスコ等の国際機関による一連の国際会議での
議論の中から ESD（持続可能な開発のための教育）
という新たな教育運動が国連から提唱された経緯
が紹介されている。そして，日本の開発教育が，開
発と環境をめぐるこうした議論や動向からも示唆や
刺激を受けながら，地球的課題の総合的理解とそ
の解決に向けた市民参加や地域参加という視点を
明確にし，参加型学習という方法論を確立してきた
点を指摘している。また，90 年代以降，「南」の村
落開発の現場で重視されてきた参加型開発に着目。
その理念や方法論が開発教育における参加型学習
のそれとも合致することから，今後，日本の開発教
育が足元の地域課題を探り，地域づくりと連動して
いく際の手がかりとなることを，タイ北部のチェンマ
イを拠点に活動する NGO 関係者との相互学習的な
取り組みを例に示唆している。
　本書は，四半世紀余りに及ぶ日本での開発教育
のひとつの到達点といえるのではないか。しかし，
今日の開発教育におけるワークショップ中心の学
習活動が，非日常的で擬似的な学びに陥りがちで
あるとすれば，その到達点は学習課題の日常性や
現実性と学習者の主体性や当事者性を回復してい
くためにも，「開発」や「教育」という営みの「地
域」や「足元」からのとらえ直しが，今改めて求
められていることを意味しているのであろう。
